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The round trip type deep sea investigation vehicle "Edokko No. 1" development project
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Abstract
The presidents of the small factory in Tokyo downtown area are planning for the "Edokko No. 1" development project to challenge the deep
sea of the world deepest part. They desire development of the round trip type probe which performs 3D video and various observations in the
deep ocean floor to the depth of of 8000 m. A commercial glass sphere is used and a resisting pressure container will develop the product of
low cost with easy handling by limiting a function. JAMSTEC performed technical advice to them and has cooperated in development.
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	1 はじめに
	2.1 計画の経緯

	「江戸っ子1号」プロジェクトは，葛飾区の小企業「杉野ゴム（株）」の杉野社長が大阪の中小企業が行った人工衛星プロジェクト「まいど1号」計画に触発され，東京下町の企業を活性化したいということを目的とスタートした。彼は，未知の世界である「深海」を調査することのできる無人探査機をつくりたいということから，まず，話を海洋研究開発機構（JAMSTEC）に持ち込んだ。しかし，深海の無人探査機を製作するには，大きな技術力や資金力が必要であり，既に多くに機材が販売されている現状から断念せざるを得なかった。そこで，...
	異業種分野の中小企業が集まって新しい分野（海洋機器開発）のプロジェクトを立ち上げるメリットとしては，以下のようなことが考えられる。
	（１）それぞれ得意分野の技術を活用できる
	（２）大企業と違い取り組みに対するフットワークが軽い
	（３）失敗をあまり恐れていない
	（４）製品開発で大学との大きなチャンネルがある，
	逆にデメリットとして，
	（１）計画を立て取りまとめる人がいない
	（２）海洋に対する知識がない（３）資金力が小さい
	などの問題あるが，ここでは各社の得意分野を結集できるように地元の銀行を中心にマネージメントを行う人材を確保し,資金を集めることとなった。そして，「江戸っ子1号」プロジェクトをJAMSTECが毎年募集する「実用化展開促進プログラム」に応募した。審査の結果，将来の製品販売などの事業化への取り組みが評価され，採択された。それにより，JAMSTECが本格的に技術的なサポートを行ことができるようになり，所有する試験機材や船舶を利用させることも可能となった。
	2.1　江戸っ子1号のコンセプト
	「江戸っ子1号開発プロジェクト委員会」での検討の結果江戸っ子1号は，水深8000mの海底において3D画像の長時間撮影を行い更に採泥などの作業を実施し，自力で海面に戻ってくる装置と定義された。最大水深を8000mとしたのは，
	(1)市販のガラス球容器が安全に取り扱える水深である。
	(2)脊椎動物が7700mで確認されているがそれを超える。
	(3)東日本大震災での震源域が「しんかい6500」の潜航深度を超えており更に大深度で詳細な調査が期待されている。
	(4)日本海溝の最深部が約8000mである。
	などの理由からである。システムの動作の概念図をFig.1に示す。これは、基本的な動作としてJAMSTECの海底観測システムの「ランダーシステム」を参考にしている。2)
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